


　２０１４年４月、グループブランドを変
更した。新しいグループブランドは、世界
で一番の「食べる喜び」をお届けする会
社になりたいというニッポンハムグループ
の目指す姿を表している。「食べる喜び」
をお届けすることによって、楽しく健やか
な暮らしに貢献し、グループブランドステー
トメント「人輝く、食の未来」の実現を
目指す、としている。
　新しいグループブランドには、３つの決

意を込めている。
　・ 新たなステージに向かってグループが一
枚岩となって挑戦する。

　・ お客様視点に立ち、人にやさしく、あた
たかく、親しみやすい会社に進化する。

　・ 国内と同様に、お客様に信頼され選ば
れるグローバル企業になる。

グループブランド変更

世界で一番の「食べる喜び」を
お届けする会社に

2014 年
4月4月

　ニッポンハムグループは、企業理念で
ある「食べる喜び」を創造するため、
時代に応じた価値を提供することで、
事業領域を拡大し、成長してきた。当
社グループを取り巻く環境が急速に変化
する中、企業理念の実現を追求するうえ
でのマイルストーンとして２０３０年のあり
たい姿を示した「Ｖｉｓｉｏｎ２０３０」“たん
ぱく質を、もっと自由に。” を発表。あ
わせて、ビジョン実現に向けた「中期
経営計画２０２３・２０２６」「５つのマ
テリアリティ」を策定した。

Vision2030
　当社グループは、体の１／５を占め、人
が生きる上で欠かせない栄養素である
「たんぱく質」に、創業以来向き合ってき
た。この「たんぱく質」をベースに安全・
安心でおいしい食品を安定的にお届けし
ていく責任と使命に加え、外部環境の変
化に伴う課題と、ライフスタイルの変化
に伴う多様な食シーンにもしっかりと取

り組んでいくべく、「Ｖｉｓｉｏｎ２０３０」を
策定した。
「Ｖｉｓｉｏｎ２０３０」は、これまでの提
供価値である「安全・安心」「おいしさ」
に加え、常識にとらわれない「自由」
な発想で「たんぱく質」の可能性を広
げることで、社会環境や人々のライフス
タイルの変化に対応する多様な食シーン
を創出し、毎日の幸せな食生活を支え
続けたいという当社グループの想いを
「２０３０年におけるありたい姿」として
表現している。
 

５つのマテリアリティ
　５つのマテリアリティとは、ニッポンハ
ムグループが「Ｖｉｓｉｏｎ２０３０」に向け
取り組むべき、社会・環境の重要課題。
そして、５つの重要課題を社会課題の視
点で細分化し、それぞれに対する施策と
指標を定め、ステークホルダーとの対話
を重ねながら推進していく。事業を通し
て社会・環境の課題を解決し、持続可
能な社会の実現に貢献する取り組みを
行っている。

“たんぱく質を、もっと自由に。”

社会とニッポンハムグループの持続的な発展に向けて
新たにスタート

　中計方針である「グローバル事業の加
速化」の具現化に向けて、２０１６年４月、
海外事業本部を設立。各事業本部に属し
ていた海外事業と海外グループ会社を単
一の事業本部とし、全体最適化を図った。
海外事業本部は本部組織として、グルー
プ各社のガバナンス体制の構築を支援し、
販売チャネルやその商品政策などを検証
し、各社の連携による効果を把握するとと
もに、各社の業態と事業エリアの特性を
踏まえ、グループ全体の相乗効果を高め
る役割を担っている。

「食べる喜び」
を世界へ

海外事業本部
を設立

2016 年
4月

2021年

２０１７年４月、ウル
グアイの処理加工
会社「ＢＰＵ」の株
式を１００％取得。

日本初の口蹄疫抗
原検出キット「ＮＨ
イムノスティック　
口蹄疫」

５つのマテリアリティ

12月
　当社中央研究所は、家畜の生産現場で
簡便かつ迅速に検査できる口蹄疫抗原検
出キットの開発を目的として、２０１１年度か
ら農林水産省の研究助成を受け、農研機
構動物衛生研究部門と共同でキットの開発

及び実用化に向けた研究を続けてきた。そ
して２０１９年１２月、国内初の口蹄疫抗原
検出キット「ＮＨイムノスティック　口蹄疫」
を正式に発売。２０２０年度の「民間部門農
林水産研究開発功績者表彰」では同キット

の開発と実用化が農林水産大臣賞を受賞。
現場に簡単に持ち込め、口蹄疫の初動防疫
に大きく貢献している点が評価された。

国内初

口蹄疫抗原検出キットを製造・販売へ
2019年

ニッポンハムグループ８０年の歩み

グローバリゼーションと新たなブランド価値の創造（２０１２年～）

2016

４月 末澤壽一が社長に就任

６月 ウルグアイ
 Breeder&Packer 

Uruguay S.A. 社
 を子会社化

１月 畑佳秀が
 社長に就任

１２月 「スマート養豚プロ
ジェクト」開始

１２月 国内初となる口蹄
疫抗原検出キット
の製造販売承認を
取得

９月 食物アレルギー協同取
り組み「プロジェクト
Ａ」スタート

４月 アイスランドの
高たんぱく乳製
品「イーセイ ス
キル」新発売

４月 企業理念を追求
する上でのマイル
ストーン「Vision

 2030」を策定

４月 トルコの養鶏事
業者エゲタブを
子会社化

１月 ニッポンハム
 食の未来財団を

設立

４月 食卓の近未来を探る
ライフスタイル研究
室を発足

１月 セレッソ大阪天皇杯
優勝

３月 代替肉商品「ナチュ
ミート」新発売

４月 竹添昇が社長に
就任

５月 本社（本店）
を大阪市北
区へ移転

７月 「第１回ニッポンハム 
 レディスクラシック」開催

４月 台湾の醇香食品が
新工場竣工

1０月 茨城工場、小
野工場、兵庫
工場、徳島工
場における事
業を日本ハム
ファクトリー
㈱に承継

20172018201920202021
１月 ＮＨフーズ・ブラジル

を設立

１月 日邦食品（香港）設立

３月
中央研究
所、新検
査棟（略
称 TAP）
が竣工

３月 キッザニア甲子園に
 「ソーセージ工房」を出展

４月 グループブランド変
更、コーポレートブ
ランドロゴを変更

１０月 食品業界最大の
見本市「アヌーガ
世界食品メッセ
２０１５」に出展

９月 食中毒菌検査
キット「ＮＨイム
ノクロマト」が国
際的認証機関
ＡＯＡＣより国内
初の認証取得

１０月 ファイターズ、
「日本シリー
ズ」制覇

９月 ファイターズ、
４年ぶりのパ・
リーグ制覇

2013 20122014

　日本ハム㈱は１９９６年から食物アレル
ギー対応食品の開発・販売、食物アレルゲ
ン検査キットの開発、ホームページによる
情報発信、患者様を支援する食育等に取り
組んできた。これらの活動で蓄積された知
見を広く社会に役立てていただけるよう、

「ニッポンハム食の未来財団」を２０１５年１
月に設立した。従前の活動とともに、食物ア
レルギーの研究助成などにより、食物アレ
ルギーに関する課題解決を図り、企業理念
の基本テーマである「食べる喜び」につな
げたいと考えている。

食の課題解決で社会に貢献

ニッポンハム食の未来財団設立
2015 年

1月

2015

４月 海外事業本部を設立５月 マレーシア Lay Hong Berhad 社
 と資本業務提携

たんぱく質の安定調達・供給

食の多様化と健康への対応

持続可能な地球環境への貢献

食やスポーツを通じた地域・社会との共創共栄

従業員の成長と多様性の尊重
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ニッポン　ハムグループの
ロングセ ラー商品

発売から長らく愛され、食卓を　 彩り豊かに支えてきた商品たち。
たくさんの商品の中からみなさまの食の　 ベストパートナーをご紹介いたします。

料理／尾田衣子　撮影／対馬一次　スタイリング／駒井京子

皮なし
ウイニー®（日本ハム）

お口に皮が残らない、
皮なしタイプのほそびき
ウインナーです。カルシ
ウム入りでお子様の健
康にぴったりです。
１９６６年２月発売

シャウエッセン®（日本ハム）

旨みとコクたっぷりのあらびきポーク
肉を天然の羊腸に詰めた、本格的
あらびきウインナーです。ジューシー
でパリッとしたおいしさが特長です。
１９８５年２月発売

マンダリン
オレンジチキン
（デイリーフーズ）

鶏胸肉を大豆油でカリッと揚げたも
のにオレンジソースが別添されてい
る、アメリカで人気の中華風料理で
す。抗生物質不使用で飼育された
鶏肉を使用しており、徹底した品質
管理の下で生産されています。
２００５年１月発売

ウイ
ニー
の朝食

プレート

シ
ャ
ウ
エ
ッ
セ
ンと
ごろ

っと
野菜
のスー

プ

マ
ン
ダ
リ
ン
オ
レ
ン
ジ
チ

キン
のサ
ラダ

大麦牛のローストビーフ

56
周年

37
周年

17
周年
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ニッポン　ハムグループの
ロングセ ラー商品

発売から長らく愛され、食卓を　 彩り豊かに支えてきた商品たち。
たくさんの商品の中からみなさまの食の　 ベストパートナーをご紹介いたします。

国産鶏肉  桜姫®
（日本ハム）

透明感のある桜色で、鶏独特の臭
みが少なく、一般の鶏肉に比べてビ
タミンEが３倍以上※の鶏肉です。
生産から処理、加工、物流、販売ま
でをニッポンハムグループで一貫し
て管理しています。
２００２年５月商標登録
※日本食品標準成分表 2015数値比較

大麦牛（日本ハム）
植物性飼料100％で育っ
たオーストラリア産アンガス
ビーフです。肥育から処理、
加工、物流、販売までをニッ
ポンハムグループで一貫し
て管理しています。
１９８８年発売

中華名菜®　
八宝菜（日本ハム）
中華名菜はシェフの技法を
再現した下ごしらえ済みの具
やソースが入っており、野菜
がひとつあればバランスの良
い中華料理がすぐにできあ
がるシリーズです。
１９９４年１０月発売

石窯工房® マルゲリータ
（日本ハム）

石窯工房は焼きたてアツアツをご家庭でも手
軽に楽しめるピザシリーズです。ピザ職人の
技を再現し発酵と焼きにこだわった自家製生
地に、バラエティにとんだ具やソースがトッピ
ングされています。
２００１年６月発売

ウイ
ニー
の朝食

プレート

桜
姫
の
グ
リ
ル
　レ

モン
クリ
ーム
ソース

20
周年

34
周年

シリーズ

28
周年

シリーズ

21
周年

※周年は、発売年の翌年１月１日から
を一周年として換算しております。
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国産豚肉  麦小町®（日本ハム）
麦類やハーブ類・ビタミンEを加えた植物性主
体の飼料で愛情込めて育てられた豚です。生
産※から処理、加工、物流、販売までをニッポン
ハムグループで一貫して管理しています。
２０１５年６月発売
※一部グループ外から子豚を導入しています。

旨味たこ（マリンフーズ）

北海道で水揚げされた柳たこ※を、過熱
水蒸気加工※※で一気に蒸し上げ、色
鮮やかに仕上げました。
２０１３年１１月発売
※柳たこ…北海道以南から本州中部にかけて分布す
る。筋肉質なたことして知られている。
※※過熱水蒸気加工…100℃以上に加熱した高温
の水蒸気で一気に蒸し上げる加工法。過熱水蒸気に
より、色合いが鮮やかに仕上がる。

ニッポンハムグループの

ロングセラー商品

麦小町の焼豚

旨味たことオリーブのパスタ

　

　
　
　　
　　
さば
缶の
グリ
ーン
サラ
ダ

7
周年

9
周年
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バニラヨーグルト
（日本ルナ）

まるでバニラアイスのような口当
たりの良い、甘い味わいのデザー
トヨーグルト。酸味のあるヨーグ
ルトが苦手なお子様やお年寄り
の方にもオススメです。
１９９３年９月発売

ロルフ 
スモークチーズ 160g
（宝幸）

チェダーチーズ１００％（チーズ分に占
める割合）使用。チェダーチーズの
コクと桜のチップでじっくりと燻製した
豊かな薫りをお楽しみください。
１９９３年１０月発売
※「ロルフスモークチーズ」の前身となる商品を
１９９３年１０月より製造開始しました。

チキチキボーン®（日本ハム）
鶏の手羽肉にスパイシーな衣をつけて、
植物油でカラッと揚げました。一度食べ
るとまた食べたくなる、スパイシーでジュー
シーなフライドチキンです。
１９８７年３月発売

日本のさば 水煮
（宝幸）

国内産さばを使用し、塩のみで
仕上げました。
１９６０年７月発売
※「日本のさば」の前身となる商品を
１９６０年７月より製造開始しました。

※周年は、発売年の翌年１月１日から
を一周年として換算しております。

にんじんとスモークチーズのナンプラー和え

　

　
　
　　
　　
さば
缶の
グリ
ーン
サラ
ダ

チキチ
キボーンのサラダ仕立てレモンジュレがけ

35
周年

29
周年

62
周年

29
周年
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み
ん
な
で
食
べ
る
喜
び
を

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
と
つ
く
る
、未
来
の
食
卓

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
と
も
な
う
多
様
な
食
シ
ー
ン
。

食
の
多
様
性
を
意
識
し
た
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
、未
来
を
つ
く
る
商
品
た
ち
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

みんなの食卓® 
お米で作ったまあるいパン／ロースハム（日本ハム）
みんなの食卓は、特定原材料（卵・乳・小麦・そば・落花生・えび・
かに）を使用しない専用工場で製造し、食物アレルギーがある方
もそのご家族も、みんなで同じメニューを楽しんでいただけるシリー
ズです。

あじわいレンジ ビーフシチュー（日本ハム）
常温商品なのに、作りたてのような美味しさを再現しました。トレ
イのまま、レンジでチンするだけ。トレイは、そのままお皿としてもお
使いいただけます。

食物アレルギー対応食品

常
温
ス
ト
ッ
ク
需
要
に
も
対
応
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ヘルシーキッチンZERO ロースハム
（日本ハム）

「ヘルシー」でありながら、しっかりとした「美味しさ」が
楽しめることを追求したシリーズです。糖質が気になる
方におすすめです。

ísey SKYR プレーン（日本ルナ）
アイスランドのオリジナルレシピに基づいて作られた、高た
んぱく・脂肪０なのに、シルクのようななめらかな食感が特
長の乳製品です。

ナチュミート 大豆ミートナゲット（日本ハム）
お肉は使用していないのに、チキンナゲットのような食
感がでるように工夫しました。オーブントースターで衣の
サクッとした食感が楽しめます。ナチュミートシリーズと
して、ハムやハンバーグなど、８品で展開しております。

クイックパック 切らずに使えるお料理ベーコン
（日本ハム）

「一度開けたら、閉じられない！」そんな
お悩みを解決する、開け閉めが可能
で使いたい時に使いたい分だけ取り
出せるシリーズです。

植物由来のおいしいお肉

おいしさと利便性

糖
質
を
気
に
す
る
方
を
応
援

高たんぱく乳製品
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地
域
の
方
々
と
手
を
携
え

「
鶏
ふ
ん
発
電
事
業
」に
参
画

日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
　
宮
崎
事
業
所
　
　
取
材
・
文
／
横
森　

綾　

世
界
的
に
過
熱
す
る
鶏
肉
ブ
ー
ム

　

今
、
世
界
的
に
鶏
肉
ブ
ー
ム
だ
と
い
う
。

と
く
に
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
１
９
年
、
と
あ
る

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
チ
キ
ン
サ
ン
ド
の
人
気

に
火
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
「
チ
キ
ン
サ
ン
ド
戦

争
」
な
る
も
の
が
勃
発
、フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店

各
社
が
こ
ぞ
っ
て
チ
キ
ン
サ
ン
ド
メ
ニュ
ー
を
打

ち
出
し
、
そ
の
熱
気
は
今
も
冷
め
や
ら
ず
、

需
要
に
加
工
が
追
い
つ
か
な
い
事
態
が
続
い
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
も
、
外
資
系
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
店
が
各
地
に
オ
ー
プ
ン
し
若
者
た
ち
を

中
心
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
ブ
ー
ム
は

食
生
活
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
、
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
の
肉
類
消
費
量
を
種
類
別
に
み
る

と
、
こ
の
20
年
で
鶏
肉
の
一
人
当
た
り
消
費

量
が
倍
以
上
に
な
っ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
日
本
の
事
情
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、こ
こ
10
年
以
上
、
鶏
肉
ブ
ー
ム
が
継

続
し
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
代
に
大
ヒッ
ト
し
た
惣
菜
商
品

「
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
」、
ま
た
２
０
１
７
年
に
女

NIPPONHAM GROUP
事 業 所 探 訪

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
㈱
は
国
内
４
カ
所
に
事
業
所
を
構
え
、

鶏
の
育
成
か
ら
処
理
、加
工
、販
売
ま
で
を
手
掛
け
る
養
鶏
事
業
会
社
で
す
。

安
定
的
な
鶏
肉
供
給
が
何
よ
り
の
社
会
貢
献
と
捉
え
、今
年
20
周
年
を
迎
え
る

「
国
産
鶏
肉 

桜
姫
R」を
は
じ
め
、安
全
・
安
心
な
鶏
肉
を
全
国
の
食
卓
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
持
続
可
能
な
地
球
環
境
へ
の
貢
献
」に
も
つ
な
が
る
、宮
崎
事
業
所
の

鶏
ふ
ん
発
電
事
業
へ
の
参
画
に
、フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
し
た
。
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鶏ふん焼却による
畜産業の安定的成長
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10分の1に
減量化リン・カリウムのリサイクル
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みやざきバイオマスリサイクル㈱
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子
高
生
た
ち
が
〝
映
え
る
〟
と
こ
ぞ
っ
て
ス
マ

ホ
の
カ
メ
ラ
を
向
け
た
韓
国
料
理
「
チ
ー
ズ

タ
ッ
カ
ル
ビ
」
も
鶏
肉
メ
ニュ
ー
だ
。
そ
し
て

２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
や
か
ら
揚
げ
の
売
上
が
好
調
で
、
そ
の

人
気
は
衰
え
そ
う
も
な
い
。

養
鶏
業
界
を
悩
ま
す

鶏
ふ
ん
余
剰
問
題

　

鶏
肉
の
需
要
が
高
ま
り
、
世
界
で
増
産
が

望
ま
れ
る一方
で
、
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な

い
問
題
が
あ
る
。
養
牛
や
養
豚
と
同
様
、
養

鶏
も
畜
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
環
境
負
荷
の

問
題
を
指
摘
す
る
声
が
年
々
、
大
き
く
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

　

鶏
の
飼
養
羽
数
が
都
道
府
県
別
で
全
国
一

で
あ
る
宮
崎
県
に
事
業
所
を
置
く
日
本
ホ
ワ

イ
ト
フ
ァ
ー
ム
も
、
早
く
か
ら
そ
の
問
題
に
向

き
合
って
き
た
。

「
当
社
は
こ
こ
宮
崎
県
日
向
市
の
ほ
か
、
北

海
道
の
網
走
市
と
厚
真
町
、
青
森
県
横
浜
町

に
あ
る
４
事
業
所
に
お
い
て
、
鶏
の
育
成
、
処

理
、
加
工
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
宮

崎
県
で
は
鶏
ふ
ん
の
処
理
に
つ
い
て
、
早
く
か

ら
業
界
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
に
試
み
て
き
た
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
」

　

と
話
す
の
は
、日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
宮

崎
生
産
部
の
戸
髙 

操
部
長
。

　
い
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
い
う
略
称
で
よ
く
話
題
に

さ
れ
て
い
る
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

は
、２
０
３
０
年
ま
で
に
人
類
が
安
定
し
て

暮
ら
せ
る
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
で
あ

り
、
２
０
１
５
年
、
そ
の
具
体
的
な
項
目
が

採
択
さ
れ
た
。
実
は
こ
の
採
択
の
10
年
以
上

も
前
か
ら
、
宮
崎
県
の
養
鶏
業
界
は
、
鶏
ふ

ん
処
理
に
つ
い
て
持
続
可
能
な
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
い
う
の
だ
。

「
鶏
の
飼
育
過
程
で
生
じ
る
廃
棄
物
、
と
く

に
鶏
ふ
ん
を
ど
う
処
分
す
る
か
は
、
大
き
な

課
題
で
悩
み
の
種
で
し
た
。
臭
い
が
し
ま
す

し
、
温
度
が
上
昇
す
る
と
発
火
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
、
保
管
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
」（
戸
髙
部
長
）

　

普
通
な
ら
ば
手
を
組
ま
な
い
競
合
相
手
と

助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
そ
の

処
理
に
つ
い
て
は
業
界
全
体
が
切
羽
詰
ま
っ
て

い
た
と
戸
髙
部
長
は
続
け
る
。

「
当
社
が
関
わ
る
分
だ
け
で
も
年
間
で
約

５
万
ト
ン
の
鶏
ふ
ん
が
発
生
し
ま
す
。
か
つ
て

は
そ
れ
ら
を
発
酵
さ
せ
て
土
壌
改
良
用
の
肥

料
へ
加
工
し
て
処
理
し
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
こ
の
肥
料
が
必
要
に
な
る
の
は
作
物
の

収
穫
後
か
ら
植
え
つ
け
前
と
い
う
時
期
だ
け

で
す
。
そ
の
季
節
を
は
ず
れ
る
と
、
鶏
ふ
ん

の
行
き
場
が
な
く
な
る
と
い
う
状
況
で
し
た
」

（
戸
髙
部
長
）

日本ホワイトファーム宮崎事業所か
ら車で約３０分、宮崎県川南町にある
「みやざきバイオマスリサイクル」
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自
然
発
火
を
利
用
し
た

鶏
ふ
ん
発
電
で
第
一歩

　

宮
崎
県
は
、
養
鶏
に
携
わ
る
農
家
の
戸
数

が
日
本
で
も
っ
と
も
多
い
。
近
い
将
来
、
鶏
ふ

ん
が
処
理
し
き
れ
な
く
な
る
こ
と
が
目
に
見

え
る
中
、 〝
養
鶏
に
携
わ
って
い
る
〟
と
い
う
想

い
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
の
手

に
よ
り
、
課
題
解
決
の
た
め
の
新
規
事
業
会

社
の
立
ち
上
げ
の
構
想
が
大
き
く
動
き
出
し

た
。

　

こ
う
し
て
２
０
０
３
年
「
み
や
ざ
き
バ
イ
オ

マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
」
は
設
立
さ
れ

た
。
発
電
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
送
電
網
を
持

つ
九
州
電
力
の
子
会
社
と
、
日
本
ホ
ワ
イ
ト

フ
ァ
ー
ム
も
含
む
組
合
や
企
業
な
ど
が
共
同

出
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宮
崎
県
中
部
の
川

南
町
に
、
発
電
所
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。

「
２
０
０
５
年
に
運
転
が
開
始
さ
れ
、日
本
初

の
鶏
ふ
ん
発
電
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
循
環
型
社
会
の
構
築
と
地
球
環
境

の
保
全
に
新
し
い一歩
を
踏
み
出
せ
た
と
思
い

ま
す
」（
戸
髙
部
長
）

　

鶏
ふ
ん
を
ボ
イ
ラ
ー
で
焼
却
し
た
と
き
に

発
生
す
る
高
温
・
高
熱
の
蒸
気
を
利
用
し

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
の
が
、
鶏
ふ
ん

発
電
の
仕
組
み
だ
。
焼
却
時
に
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
を
使
う
と
持
続
可
能
な
開
発
の
意
味
が

消
え
て
し
ま
う
が
、
鶏
ふ
ん
は
高
温
に
な
る

と
自
然
発
火
す
る
た
め
、
有
限
で
枯
渇
す
る

見
込
み
の
化
石
燃
料
に
頼
ら
ず
燃
や
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

　

燃
料
と
し
て
の

鶏
ふ
ん
に
つ
い
て
、

気
を
使
わ
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
水
分

量
で
あ
る
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
適
し
て
い
る
の

は
、
水
分
含
有
量

が
50
％
以
下
に
調

整
さ
れ
た
鶏
ふ
ん
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

牛
や
豚
と
比
べ
る
と
、
排
せ
つ
物
の
水
分
量
が

比
較
的
少
な
め
な
の
で
、
鶏
ふ
ん
は
発
電
に

向
い
て
い
ま
す
。
乾
燥
に
過
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で
す
。
水
分
含
有
量

調
整
の
た
め
の
乾
燥
の
工
程
は
、
鶏
ふ
ん
か
ら

肥
料
へ
の
加
工
を
委
託
し
て
い
る
組
合
で
行
っ

て
い
ま
す
」（
戸
髙
部
長
）

　

鶏
ふ
ん
の
乾
燥
を
行
う
組
合
は
発
電
後
に

焼
却
灰
の
加
工
を
担
い
、
灰
は
土
壌
改
良
の

肥
料
に
な
る
、
と
聞
く
と
以
前
と
変
わ
ら
な

い
の
で
は
？　

と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
っ
た
ん
燃
料
と
し
て
燃
や
さ
れ
る
た
め
、

分
量
は
焼
却
前
の
約
10
分
の
１
に
ま
で
低
減

さ
れ
る
と
い
う
。
多
す
ぎ
る
供
給
量
が
悩
み

だ
っ
た
の
で
、
発
電
事
業
を
通
過
す
る
こ
と
で

需
要
に
見
合
っ
た
生
産
に
落
ち
着
い
た
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
燃
や
さ
れ
た
鶏
ふ
ん
か

ら
焼
却
灰
が
で
き
、
そ
の
灰
が
肥
料
に
加
工

さ
れ
、
農
地
で
使
用
さ
れ
て
野
菜
や
果
物
、

＜変圧器ヤード＞
構内の電力を除いた約 9,000kW（一般家庭約3,000戸分）
が電力会社へ送電される。

＜蒸気タービン・発電機＞
ボイラーで発生した蒸気を
発電機の回転力に変換。
出力11,350kW

＜設備管理センター（タービン建屋２階）＞
24時間体制で設備を監視。数値を見ながら
ボイラーに送る空気や鶏ふんの量を調整。

＜特殊有機肥料焼成灰＞
「めぐみー１００」
鶏ふんを1000℃以上で燃焼
させてできた焼成灰は、リンや
カリウムを含む有機肥料原料と
して販売される。

日本ホワイトファーム㈱
宮崎生産部生産部長    戸髙　操
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穀
物
を
育
て
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
し
て
、

取
れ
た
飼
料
を
鶏
が
取
り
入
れ
再
び
鶏
ふ
ん

が
…
…
と
い
う
よ
う
に
、
厄
介
も
の
扱
い
だ
っ

た
鶏
ふ
ん
の
有
効
な
利
用
方
法
が
生
ま
れ
た

こ
と
で
、
循
環
型
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
生
ま
れ
る
電
気

を
、
み
や
ざ
き
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
が
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
」（
戸
髙
部
長
）

水
の
再
利
用
の
実
現
も
見
据
え
て

さ
ら
な
る
目
標
設
定
へ

　

発
電
機
の
出
力
は
１
万
１
３
５
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
、
発
電
所
内
で
使
用
す
る
電
力
を
除

い
た
約
９
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
売
電
し
て
い

る
。

「
売
電
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、
未
来
の
設

備
入
れ
替
え
費
用
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
循
環
し
て
い
ま
す
ね
」（
戸
髙

部
長
）

　

こ
う
し
て
日
本
初
の
鶏
ふ
ん
発
電
所
に
よ

り
、
先
駆
的
に
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
進
め
て
い
る

が
、
解
決
し
た
い
課
題
は
今
も
少
な
く
な
い
。

「
養
鶏
は
ど
う
し
て
も
水
を
大
量
に
使
い
ま

す
。
た
と
え
ば
出
庫
の
あ
と
鶏
舎
内
を
水
洗

い
し
て
消
毒
し
ま
す
が
、こ
の
と
き
に
使
っ
た

水
は
汚
水
槽
に
いっ
た
ん
た
め
ら
れ
て
、
浄
化

槽
で
水
質
基
準
に
か
な
う
状
態
に
し
て
か
ら

川
へ
と
流
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
法
律
も

守
っ
て
い
ま
す
し
環
境
負
荷
も
低
減
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
将
来
は
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
を
進
化

さ
せ
て
、
再
利
用
水
と
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
戸
髙
部

長
）

　

目
標
は
達
成
し
た
ら
完
了
と
考
え
て
し
ま

い
が
ち
。
だ
が
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に

終
了
宣
言
は
お
そ
ら
く
な
い
し
、
満
足
し
な

い
こ
と
が
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
日
本
ホ
ワ
イ
ト
フ
ァ
ー
ム
が
地
域
と
取

り
組
む
挑
戦
は
、
次
の
段
階
へ
と
、
確
実
に

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

＜鶏ふん受入建屋＞
1日約500ｔの鶏ふん
を受入。建屋内の臭
気を吸引してボイラー
で焼却。

＜鶏ふん貯蔵ヤード＞
含水の違う鶏ふんを混合して均一な状態にする。 燃焼の様子。

＜ボイラー＞　
焼却能力は
440ｔ／日。

鶏ふん焼却によるクリーンな発電システム
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巣
ご
も
り
生
活
が
続
き
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
増
え
る
中
、コ
ロ
ナ
太
り
や
足
の
弱
り
を

懸
念
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
人
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
２
年
、

体
と
健
康
へ
の
影
響
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
に
懸
念
さ
れ
た
の
は
「
コ

ロ
ナ
太
り
」
で
し
た
し
、
代
謝
の
低
下
が
始
ま

る
中
高
年
の
方
は
コ
ロ
ナ
太
り
を
し
た
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
今
、
高
齢
者
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
「
コ
ロ
ナ
や
せ
」
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
鎮
静
化
に
伴
っ
て
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
筋
肉
量
が
平
均
１
～
２
㎏
減
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
主
に
減
っ
て
い
た
の
は

体
幹
部
の
筋
肉
で
、
意
外
な
こ
と
に
足
の
筋

肉
は
ほ
と
ん
ど
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

実
は
「
高
齢
者
が
２
日
ほ
ど
入
院
す
る

と
、
１
年
分
の
筋
力
低
下
に
匹
敵
す
る
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
転
倒
に
よ
る
骨
折
は
、
寝
た

き
り
な
ど
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
す
。

　

転
ば
な
い
よ
う
に
こ
ら
え
る
の
は
足
腰
が
重

要
で
す
。
特
に
大
腿
四
頭
筋
（
太
も
も
の
前

の
部
分
の
筋
肉
）
と
体
幹
部
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚

で
す
。
今
後
は
、
体
幹
部
の
筋
力
低
下
に
よ

る
高
齢
者
の
転
倒
が
増
え
て
く
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
手
軽
に
で
き
る
有
酸
素
運

動
で
す
か
ら
、
習
慣
化
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
鍛
え
ら
れ
る
の
は
主
に
ふ
く
ら
は
ぎ

で
あ
っ
て
、
体
の
な
か
で
最
も
大
き
な
筋
肉
で

あ
る
大
腿
四
頭
筋
は
階
段
の
昇
り
降
り
と
い
っ

た
、
上
下
運
動
で
な
け
れ
ば
鍛
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
ミ
ド
ル
世
代
が
、
将
来
的
に
フ
レ
イ
ル
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
は

不
十
分
な
の
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
は
フ
レ
イ
ル
の
予
防

に
は
な
ら
な
い
の
で
す
ね
。
で
は
、何
を
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
提
唱
し
て
い
る

の
は
「
栄
養（
食
と
口
腔
）」、「
運
動
」、「
社

会
参
加
」
の
３
要
素
を
継
続
的
に
行
う
こ
と

で
す
。
理
想
は
３
つ
を
三
位
一
体
で
行
う
こ
と

で
す
が
、
無
理
な
ら
ば
ど
れ
か
２
つ
で
か
ま
い

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
実
証
す
る
デ
ー
タ
が
下
の
グ
ラ
フ
で

す
。
３
要
素
の
う
ち
、
運
動
習
慣
だ
け
の
人

が
フ
レ
イ
ル
に
な
る
リ
ス
ク
が
６
倍
な
の
に
対

し
、
運
動
習
慣
が
な
く
て
も
、
積
極
的
に
社

会
参
加
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
い
う

２
要
素
を
継
続
し
て
い
る
方
の
リ
ス
ク
は
２
倍

と
、
大
幅
に
リ
ス
ク
が
低
く
な
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
ど
の
要
素
で
あ
っ

て
も
、
１
つ
だ
け
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
効
果

私
た
ち
を
取
り
巻
く
健
康
に
つ
い
て
の
課
題
を
、各
界
の
専
門
家
に
「
た
ん
ぱ
く
質
」
の
役
割
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
く
シ
リ
ー
ズ
。

四
回
目
は
、高
齢
者
の
健
康
で
す
。

年
を
と
り
心
身
の
活
力
（
筋
力
、認
知
機
能
、社
会
と
の
つ
な
が
り
等
）が
低
下
し
た
状
態
「
フ
レ
イ
ル
」の
防
止
や
進
行
の
抑
制
に
つ
い
て
、

介
護
予
防
の
大
規
模
調
査
に
か
か
わ
る
高
齢
者
医
療
の
第
一
人
者
、飯
島
勝
矢
先
生
に
、お
た
ず
ね
し
ま
し
た
。

構成・文／こいずみきなこ　　イラストレーション／丹下京子

心
身
の
衰
え
防
止
は
若
い
う
ち
か
ら

04

自立高齢者※に対する悉
しっかい

皆※※調査（49,238人）

フレイルとは
年をとって心身の活力（筋力、認知
機能、社会とのつながりなど）が低下
した状態を「フレイル」と言います。
フレイルは「虚弱」を意味する英語
「frailty」を語源としてつくられた言
葉で、多くの人が健康な状態からこの
フレイルの段階を経て、要介護状態
に陥ると考えられています。

※自立高齢者…介護の必要がなく、身の回りの最低限のことを自分で行える高齢者
※※調査対象のすべてを調査すること

（吉澤裕世、田中友規、飯島勝矢. 2019年日本公衆衛生雑誌）
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東京慈恵会医科大学卒業。医
師、医学博士。２０１６年より現職
の東京大学高齢社会総合研究
機構教授。内閣府「一億総活躍
国民会議」有識者民間議員など
を務めている。

東京大学 
高齢社会総合研究機構機構長
飯島 勝矢（いいじま・かつや）　

が
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に
、無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
「
栄
養
」、「
運
動
」、「
社
会
参
加
」

に
は
、ど
ん
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
栄
養
」
で
は
た
ん
ぱ
く
質
が
重
要
で
す
。

50
代
を
過
ぎ
る
と
、
誰
で
も
た
ん
ぱ
く
質
か

ら
筋
肉
を
合
成
す
る
能
力
が
低
下
し
始
め
る

た
め
、
筋
肉
量
が
減
っ
て
き
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア（
筋
肉
減
弱
）の
傾
向
に
あ
る
方
は
体
重
１

㎏
あ
た
り
、
１・
２
～
１・５
ｇ
の
た
ん
ぱ
く
質

が
必
要
で
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
な
三
大
食
品
に
肉
、

魚
、
大
豆
製
品
が
あ
り
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質

た
っ
ぷ
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ

で
す
が
、
牛
肉
２
０
０
ｇ
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ

く
質
は
約
35
〜
40
ｇ
で
す
。
意
外
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
は
鶏
肉
や
豚

肉
、
魚
、
大
豆
製
品
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

無
理
し
て
ス
テ
ー
キ
や
焼
き
肉
を
食
べ
な
く
て

も
、
焼
き
魚
や
納
豆
、
豆
腐
な
ど
普
段
か
ら

食
べ
て
い
る
食
材
で
十
分
で
す
。
あ
と
は
、
効

率
よ
く
た
ん
ぱ
く
質
か
ら
筋
肉
を
生
成
す
る

た
め
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
す
る
た
め
に

は
、日
光
に
よ
る
紫
外
線
の
影
響
も
必
要
で

す
。

　

口
腔
の
老
化
現
象
で
あ
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
あ
る
集
団
と
、
な
い
集

団
を
４
年
間
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
が
あ
る
集
団
で
は
死
者
数
が
２
倍
以

上
多
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
で
あ
る
①
汁
物

で
軽
く
む
せ
る
こ
と
が
増
え
る
、
②
滑
舌
が

悪
く
な
っ
て
く
る
、
③
食
べ
こ
ぼ
し
を
す
る
よ

う
に
な
る
、
な
ど
が
あ
れ
ば
要
注
意
で
す
。
普

段
か
ら
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
ず
に
、
毎

食
１
品
は
噛
み
応
え
の
あ
る
料
理
を
摂
る
こ

と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
運
動
」
は
、運
動
の
種
類
や
時
間
は
気
に

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
番
大
切
な
の
は

生
涯
、
楽
し
ん
で
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま

た
、
１
人
で
黙
々
と
行
う
の
で
は
な
く
、
誰
か

と
一
緒
に
楽
し
く
行
う
こ
と
で
社
会
参
加
も

し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
社
会
参
加
」
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
り
、
実
行
委
員
を
務
め
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
自
分
が
自
発
的
に
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
で
構
い
ま
せ
ん
。「
社
会
参

加
」
に
よ
る
身
体
活
動
量
や
カ
ロ
リ
ー
消
費

量
は
侮
れ
ま
せ
ん
。
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命

に
や
っ
て
い
た
ら
、
結
果
と
し
て
人
と
ふ
れ
あ

う
機
会
が
増
え
、
運
動
量
も
増
す
ケ
ー
ス
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、運
動

で
は
な
い
の
に
、
結
果
と
し
て
運
動
量
が
増
す

活
動
の
こ
と
を
「
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｔ（
非
運
動
性
熱
産

生
）」
と
呼
び
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

40
〜
50
代
で
は
「
フ
レ
イ
ル
は
高
齢
者
の
問

題
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、予
防
の
た
め
の

準
備
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

フ
レ
イ
ル
は
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
に
な
っ

た
途
端
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ま
で
の
生
活
習
慣
の
蓄
積
の
結
果
で
す
か
ら
、

30
代
か
ら
「
栄
養（
食
と
口
腔
）」、「
運
動
」、

「
社
会
参
加
」
を
意
識
し
て
生
活
し
て
お
く

べ
き
で
し
ょ
う
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
健
康
に
生
き
る
た

め
に
、
老
い
な
い
た
め
の
努
力
を
義
務
的
に
行

う
の
で
は
な
く
、
自
分
に
合
っ
た
フ
レ
イ
ル
予

防
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、一
番
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
の
で
す
。
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食
か
ら

　

み
え
る
こ
と

エ
ッ
セ
イ
⑯
江
上
料
理
学
院
・
院
長  

江
上
栄
子

　

寒
ー
い
こ
の
季
節
、
人
気
が
あ
る
の
は
食
卓
の
鍋
料
理
。
作
る
人
も
、食
べ
る
人
も
ほ
っ
と
し
ま
す
。

し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
、
ポ
ン
酢
な
ど
を
用
意
し
て
お
け
ば
あ
る
程
度
お
ま
か
せ
で
。
食
べ
る
側
も
苦
手

な
材
料
は
避
け
ら
れ
て
気
楽
な
も
の
。
最
近
は
世
界
中
の
ス
パ
イ
ス
類
や
調
味
料
が
手
に
入
り
、
そ

れ
メ
キ
シ
コ
風
に
、や
れ
モ
ロッ
コ
の
味
と
い
う
ふ
う
に
、
遊
べ
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

諸
外
国
に
は
お
い
し
い
煮
込
み
料
理
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
鍋
料
理
、つ
ま
り
煮

な
が
ら
作
っ
て
食
べ
る
料
理
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
ね
。
鴨
や
鶏
の
煮
込
み
な
ど
も
し
か
り
。
魚
介
の

ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
も
し
か
り
。
お
い
し
く
作
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
が
、
煮
な
が
ら

食
べ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
思
い
出
深
い
の
は
、
中
国
の
「
火
鍋
」
と
ス
イ
ス
の
「
フ
ォ
ン
デ
ュ
」
で
す
。

　

火
鍋
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
驚
く
の
は
、
上
等
な
火
鍋
の
た
め
に
吟
味
さ
れ
た
材
料
の
数

と
そ
の
美
し
さ
で
す
。
新
鮮
な
魚
や
エ
ビ
、カ
ニ
、ア
ワ
ビ
や
ホ
タ
テ
貝
な
ど
、
色
と
り
ど
り
の
海
の

幸
、
そ
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
き
の
こ
、薄
く
形
が
と
と
の
え
ら
れ
た
山
の
幸
の
数
々
が
華
や
か
に
、
美

し
く
、
繊
細
に
、
あ
の
光
り
輝
く
赤あ

か
が
ね銅

の
火
鍋
に
ビ
シ
ッ
と
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

澄
ん
だ
上シ

ャ
ン
タ
ン湯が

静
か
に
注
が
れ
、
火
鍋
は
美
し
い
色
の
調
和
と
香
り
た
つ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
か
き
鳴

ら
し
、
期
待
感
を
高
め
ま
す
。
そ
の
全
て
の
材
料
の
美
し
い
色
調
と
上
品
な
味
に
感
激
し
つ
つ
、
洗

練
さ
れ
た
味
を
堪
能
し
た
北
京
の
夕
べ
で
し
た
。

　

さ
あ
、
次
は
ス
イ
ス
の
フ
ォ
ン
デ
ュ
！　

　

ま
ず
２
～
３
人
分
と
し
て
、チ
ー
ズ
は
グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
ま
た
は
ス
プ
リ
ン
ツ
チ
ー
ズ
、エ
メ
ン
タ
ー
ル

世
界
の
鍋
料
理

イラストレーション/阿部真由美
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チ
ー
ズ
な
ど
、コ
ク
の
あ
る
ハ
ー
ド
タ
イ
プ
が
４
０
０
～
８
０
０ｇ
く
ら
い
は
必
要
で
す
。
加
え
る
辛
口

の
白
ワ
イ
ン
は
マッ
タ
ー
ホ
ル
ン
辺
り
で
と
れ
る
ぶ
ど
う
の
も
の
な
ど
が
よ
く
合
い
ま
す
。
キ
ル
シ
ュ
酒

は
大
さ
じ
２
～
３
。
香
り
づ
け
の
に
ん
に
く
は
た
た
き
つ
ぶ
し
て
３
～
４
片
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
く
ず

粉
、
ま
た
は
片
栗
粉
大
さ
じ
１
く
ら
い
で
す
。
比
較
的
簡
単
に
本
場
の
味
が
楽
し
め
ま
す
よ
。

　

土
鍋
を
火
に
か
け
、つ
ぶ
し
た
に
ん
に
く
を
鍋
の
底
に
す
り
つ
け
た
あ
と
白
ワ
イ
ン
で
の
ば
し
、
お

ろ
し
チ
ー
ズ
二
種
を
ど
っ
と
入
れ
ま
す
。
鍋
を
温
め
る
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
火
を
目
で
楽
し
ん
で
い
る

う
ち
に
、チ
ー
ズ
が
溶
け
て
き
ま
す
の
で
キ
ル
シ
ュ
酒
を
加
え
、ワ
イ
ン
で
溶
い
た
く
ず
粉
を
混
ぜ
こ

む
の
で
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
パ
ン
で
す
よ
！　

必
ず
一
辺
が
か
た
い
皮
の
部
分
と
な
る
よ
う
に
バ
ゲ
ッ
ト
を

一
口
大
に
切
る
こ
と
！

　

理
由
は
簡
単
。
チ
ー
ズ
の
海
に
パ
ン
を
落
と
す
な
ん
て
、
と
っ
て
も
お
行
儀
の
悪
い
こ
と
な
の
で
す
。

仲
間
に
ワ
イ
ン
を
お
ごっ
て
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。パ
ン
の
か
た
い
部
分
を
フ
ォ
ー

ク
に
し
っ
か
り
と
刺
す
の
を
忘
れ
な
い
で
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
は
じ
め
に
あ
ま
り
ガ
ツ
ガ
ツ
と
食

べ
な
い
こ
と
！　

だ
ん
だ
ん
煮
詰
ま
っ
て
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江上栄子（えがみ・えいこ）
江上料理学院院長。料理研究家。フード
コンサルタント。実家は佐賀県有田焼の
窯元「香蘭社」。青山学院大学英文科卒
業。パリのル・コルドン・ブルー料理学校
の最終課程修了証書を取得後、世界60カ
国余りを訪ね、家庭料理の研鑽を重ねる。
フランスチーズ鑑評騎士の会東京支部
理事長を務めるなど諸外国との関わりも深
く、２００２年フランスの農事功労章シュバ
リエを受章。２０１７年同オフィシエを受章。
２０１５年１月、米農務省の「米国農産物
貿易の殿堂入り」を果たし、ケネディ大使
の表彰を受けた。外食産業や食品会社の
顧問としてフードビジネス全体に携わる。テ
レビや講演、雑誌などで幅広く活躍中。
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プロ野球を変えたい
新庄ファイターズが

スタート！
　２０２２年、北海道日本ハムファイターズは大きく変
わろうとしています。昨シーズン終盤、１０年間チーム
を率いた栗山英樹前監督の後任として、新庄剛志
新監督の就任が発表されました。２００６年にチーム
を日本一に導いた立役者で、多くの感動や驚きをも
たらしたスーパースターが、今度は監督としてファイ
ターズに戻ってきます。また、新庄監督の就任発表
に先立ち、稲葉篤紀ゼネラル・マネージャーの就任も
発表。北海道日本ハムファイターズの礎を築いた２人
がタッグを組み、ファイターズにそして球界に新しい風
をふかせます。
　就任会見で新庄監督は、「（就任が決まり）正直、
自分が一番びっくりしています。僕でいいのかなとい
う思いの半面、僕しかいない。ファイターズを変えて
いきたいし、僕がプロ野球を変えていきたい」と語りま
した。秋季キャンプでは選手らと対面し、自らの野球
理論も披露。「レギュラーは誰一人決まっていない。
横一線のスタート」と話す通り、新たなチームの輪郭
はまだありません。ルーキーからベテランまでがレギュ
ラー奪取を目指し、チームの競争は激化します。
「ファンフェスティバル２０２１」ではファイターズの一員
としては、２００６年以来、初めて札幌ドームのファン
の前に登場。「１５年ぶりに北海道に帰ってきました。
暴れてもいいですか。感動させてもいいですか。泣
き笑いさせてもいいですか」と熱く語り、ファンの視線
を釘付けにしていました。
　なお、新庄監督の背番号は現役時代と同じ「１」
に決定。お披露目となるキャンプインに大きな注目が
集まりますが、監督の注目に負けないぐらい、選手た
ちは熱い闘争心をもってキャンプインします。個人そ
してチームが輝く２０２２年に。６年ぶりのリーグ優勝と
日本一を目指し、期待に満ちたシーズンが始まります。

北海道日本ハムファイターズ公式サイト 
 http://www.fighters.co.jp/

①就任会見で抱負を語る新庄監督。
②ファンフェスティバルでド派手に登場する新庄監督。
③秋季キャンプを視察する新庄監督（左）と稲葉ＧＭ。
④札幌ドーム最終戦でファンに挨拶する栗山前監督。
⑤新球場で記念撮影をする新入団選手。

①

③

⑤

④

②
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②

④

⑤

③

①

小菊監督のもと、
ホーム最終戦で有終
の美を飾る。

　２０２１明治安田生命Ｊ１リーグは１２月４日に閉幕、
セレッソ大阪は１３勝９分１６敗で１２位という成績で
終了しました。
　レヴィー・クルピ監督を迎えて臨んだシーズンでし
たが、前半戦はなかなか結果が出せず、Ｊ１残留争
いが見えてきた８月下旬にクラブは監督交代のカー
ドを切りました。新たに就任した小菊昭雄監督は、
アカデミーからトップチームまで長年セレッソに携わ
り、選手からの信頼も厚い指導者です。「これまで
の経験、知識、強みを活かし、自分を育ててくれたセ
レッソ大阪というクラブに全力で還元したいと思いま
す。チーム、フロント、関係者、そしてサポーターの
皆様の力を再結集し、必ず軌道修正できると信じて
います」と意気込みを語り、采配を振るいました。
　初陣となった８月２８日のガンバ大阪戦で１−０の
勝利をおさめると、過密日程に苦しみながらもコツコ
ツと勝点を積み上げ、チームを立て直しました。カッ
プ戦では、２０１７年以来４年ぶりのルヴァンカップ決勝
（１０月３０日＠埼玉スタジアム２００２）進出を果たし
ました。名古屋グランパスと熱戦の末、惜しくも準優
勝に終わりましたが、選手たちは最後まであきらめな
い姿を見せました。
　１１月２７日のＪ１リーグホーム最終戦では、その名
古屋グランパスと対戦。先制されたものの藤田直之
選手の同点ゴール、そして若きセンターバックの西
尾隆矢選手のゴールで逆転勝利をおさめました。
小菊監督は、「私たちが一つひとつ積み上げてきた
サッカーをお見せすることができ、内容も伴った試合
で勝てたことをすごくうれしく思います」と話しまし
た。
　試合後には今シーズン限りでの現役引退を表明
していた大久保嘉人選手の引退セレモニーも行わ
れ、多くのファン、サポーターがこれまでの功績に拍
手を送りました。

セレッソ大阪公式サイト 
 http://www.cerezo.co.jp/

①苦しいシーズンだったが、全員で戦いホーム最終戦に勝
利。ゴール裏でサポーターの皆さんと一緒に。
②セレッソ大阪の守備を引っぱる瀬古歩夢選手（右）と西
尾隆矢選手。ホーム最終戦では西尾選手が逆転ゴール。
③今季セレッソ大阪に復帰し、活躍した大久保嘉人選手。
２０年間の現役生活を終えることに。
④ホーム最終戦後に行われた大久保選手の引退セレモ
ニー。チームメイトが胴上げして労った。
⑤シーズン途中から指揮を執った小菊昭雄監督。

ⒸCEREZO OSAKA.

　１１月２２日、大阪市内のホテルで
大久保嘉人選手の引退記者会見が
行われました。冒頭「２０年間、長い
間でしたけど最高のサッカー人生でし
た。皆さんに感謝したいと思います」
と、こらえきれず涙をぬぐった大久保
選手。
　高校を卒業した２００１年にセレッソ
大阪に加入。ルーキーながらレギュ
ラーポジションを獲得すると、スピー
ドとテクニック、そして負けん気の強
さを前面に出したプレーでゴールを量
産。ランキングトップとなるＪ１リーグ通

算１９１得点の大記録を打ち立てまし
た。
「最初に入ったチームがセレッソ大阪
で、このチームがなければここまでサッ
カー選手としてできなかった。またセ
レッソ大阪に戻してもらったことに感
謝しかないです」と話しました。

ＦＷ大久保嘉人選手が現役引退
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　日本ハム㈱は、当社中央研究所で長

年研究を積み重ねてきた鶏由来の成分

「イミダゾールジペプチド（以下、イミダ）」

を５００ｍｇ（１本２０ｇあたり）配合した機

能性表示食品「ＩＭＩＤＥＡ（以下、イミディ

ア）」を発売しました。

「イミディア」に含まれる「イミダ」には、加

齢によって低下する中高年の方の記憶力

（情報を覚え、思い出す力）を維持する

機能や、抗酸化作用を持ち日常生活の

　公益財団法人ニッポンハム食の未

来財団は、今年も「食物アレルギーセミ

ナー」を開催します。

　このセミナーは栄養士や管理栄養士

をはじめ、食に従事している方、あるいは

今後食関係に就く学生の方々などを対

象に学びの場を提供し、食物アレルギー

を取り巻く環境改善を目指すものです。

２０２２年は２月から３月にかけて宮崎・島

根・長野の３会場で行います。

　本セミナーは会場参加型に加え、オン

ラインによるライブ配信（Ｚｏｏｍを使用）

機能性表示食品「ＩＭＩＤＥＡ（イミディア）」新発売
「疲労感の軽減」と「記憶力※の維持」のお悩みに

「食物アレルギーセミナー」のご案内

一時的な身体的・精神的疲労感を軽減

する機能があることが報告されています。

日本ハムは２０１９年に「イミダ」を成分とし

た認知機能改善の特許権を国内と欧州

で取得し、今回この成分を活用した機能

性表示食品を商品化しました。

　携帯しやすいスティック型のゼリーで、

桃果汁を使用し摂取しやすい味に仕上げ

ています。加齢による記憶力の低下が気

になる中高年の方や、日常生活で一時的

も実施。講演後は質疑応答による座談会

も実施します。

●宮崎会場（宮崎市）定員１００名

日時：２月６日（日）１３:００〜１５:３０

会場：シーガイアコンベンションセンター

応募締切：１月１９日（水）

●島根会場（松江市）定員１００名

日時：２月２３日（水・祝）１３:００〜１５:３０

機能性表示食品
「ＩＭＩＤＥＡ
（イミディア）」

会場：くにびきメッセ

応募締切：２月４日（金）

●長野会場（長野市）定員９０名

日時：３月６日（日）１３:１５〜１５:４５

会場：ＪＡ長野県ビル

応募締切：２月１６日（水）

「IMIDEA（イミディア）」の詳細、
お試し品などの情報は下記をご覧ください。

https://nipponham-healthcare-online.jp/
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な身体的・精神的疲労感が気になる方な

どにおすすめの商品です。

※情報を覚え、思い出す力

 ※会場参加希望の方も、オンラインで参加希望の方も、
　 下記のＵＲＬからお申し込みください。
 https://www.miraizaidan.or.jp/general_public/
seminar/2021/s02.html

※オンラインの参加定員は各会場５００名。
※各会場とも定員になり次第締め切る場合
　がございます。
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